
場 所 森のピクニックゾーン
森のステージ脇の常設テント

対 象 小学生以下の親子

所要時間 １回１時間程度

定 員 １回30人程度

木の実を使ったクラフト

１日３回開催の予定です。詳しい時間が決まり次第、
ホームページ及びフェイスブックにてお知らせします。

各回
先着順です

９月29日(土)・30日(日)

環境学習推進センターも山口ゆめ花博に出展します！ 協力：森林インストラクター

森のピクニックゾーン
A 森のステージ

B おしゃれ
ピクニックサイト

C 湯田温泉別湯

D みんなのガーデンハウス

E ピクニックキッチン

ここで使用する電源には水素による燃料電池を設置
しており、災害時には独立電源としての防災機能も作
ります。

将来の自然環境を守り、育て、そして活かしていく
「ゆめの未来公園」に遊びに来ませんか？

会場には、1,000万の山口県の花が咲き誇り、個性豊か
な８つのゾーンでさまざまな魅力が体感できます。子ども
の育ちを支える遊び空間づくりなど、公園の新しい利活用
を発見、開発、発信し、未来公園の可能性を提案します。

「庭のパビリオンゾーン」では、自治体共同出展として、
【テレワーク×燃料電池の庭】を展開します。
職場を離れ『公園を働く場所に』をテーマに、親がテレ

ワークスペースで仕事しながら、周辺で子どもを遊ばせた
りするなど、解放感あふれる公園の環境を利用した空間を
体感してください。

ゆめ花博 検索

ゆめの未来公園はじまる！！
いよいよ山口ゆめ花博が開幕です。

会期： 9月14日（金）～11月4日（日）[52日間]

場所： 山口きらら博記念公園（山口市）

テレワーク×燃料電池の庭

常設テント

( )

ゆめの未来公園はじまる！山口ゆめ花博

環境学習講座レポート①

環境活動団体助成事業のお知らせ
環境学習推進センターメールマガジン登
録のご案内

01

02

03

04

ドングリなど様々な木の実を使って動物などを楽しく作ります

めずらしい木の実も展示予定
触れて遊んでみませんか

環境学習レポート②
環境学習指導者バンク新規登録者



開催日 4月22日(日) 9:30～15:30

場 所 きらら交流館、竜王山周辺、刈屋地区

6月15日(金) 9:00～17:00

6月22日(金) 9:00～17:00

「一緒に学ぼう！再生可能エネルギーの現状について」をテーマに、一般県民向けの環境学習講座を２回開催し

ました。両日とも、山口大学工学部の福代教授より、「世界と日本の温暖化対策の現状」から、「再生可能エネル

ギーの導入状況」、「省エネの取り組み」まで、幅広い内容の講義をしていただきました。

また、第１回は、一般家庭約900戸分を発電している「中国電力(株)宇部太陽光発電所」と、太陽光発電パネ

ルを製造している「長州産業(株)」の工場を見学し、第２回は、県内で最大級の水力発電所「新阿武川発電所」

と阿武川ダム建設の歴史等を学べる「阿武川歴史民族資料館」を見学しました。

参加者から「今後のエネルギー対策」や「県民が取り組むべきこと」など、多くの質問が寄せられ、大変盛り上

がった講座になりました。

第 1 回

第 ２ 回

今年４月から当センターが開催した環境学習講座を
ご紹介します。

開催日 5月13日(日) 9:30～15:30

場 所 秋吉台・真名ヶ岳周辺

あいにくの天気のため、室内で写真を見ながら講

師の説明を聞きました。丁寧なお話がとても楽しく、

同じように見えるタンポポの種類の見分け方など、

植物がより身近に感じられるようになりました。

海洋性と山地性の植物が混じって生態を育んでいる

竜王山公園の魅力を、同公園の自然保護・保全を行っ
ている本山会の皆様に紹介していただきました。「旅
する蝶」アサギマダラが秋に飛来するのが楽しみです。

開催日 7月25日(水) 10:00～16:30

場 所 山口県セミナーパーク、ときわ動物園

宇部市ときわ動物園の宮下園長さんから、地球温暖化により北極海の氷が

溶けて、氷の上で狩りをして命をつないでいるシロクマの絶滅が危惧されて

いることや、東南アジアでは、アブラヤシの栽培等による森林伐採により、
木の上で生活するテナガザルの生息域が大幅に減少していることなどの講義

を受けました。

講義の後は、動物の生息地の環境を再現する「生息環境展示」に取り組ん

でいるときわ動物園に移動し、飼育員さんから、動物の種類に応じた飼料づ

くりや、展示方法の工夫などについて説明を受けました。

参加した子ども達が作成した「環境絵日記」には、「一人ひとりが気をつ

ければ絶滅は防げる」「少しでも自然を壊さないように頑張りたい」などの

感想が書かれていました。



環境パートナー

平成３０年度から次の方々が新たに環境学
習指導者に登録されました。指導者バンク登
録者(140名)の情報については、ホームペー
ジ「環境学習のひろば」をご覧ください。

氏 名 主な指導分野

井上 桂 森林保護、自然保護、地球環境問題

牛島 亘 太陽熱利用

貴島 孝雄 自動車工学、次世代自動車

橋本 真成 再生可能エネルギー「地中熱利用」の概要と実績

福代 和宏 再生可能エネルギーなどエネルギー全般、地球温暖化対策など環境全般

芳西 直史 住宅断熱、ZEHに関すること

氏 名 主な指導分野

岡本 利行 自然観察、自然体験、水辺の教室

門田 輝義 工作

木原 一賴 野外活動、竹・わら・木工作の実技指導

瀬川 高志 養蜂体験、ミツロウ作り、ミツバチの生態や蜜源植物の話

田嶋 富士男 キャンプ指導、工作

永井 要明 自然保護(自然と人間の共生)

藤井 均 森林・林業関係

山本 博 樹木観察、森のクラフト、里山減の活用、木育(森林環境学習)

吉松 忠直 自然観察、川遊び、竹・わら細工、木工指導

環境アドバイザー

開催日 6月24日(日) 9:00～16:00

場 所 景清洞、秋吉台サファリランド 他

午前中は、日本洞窟学会副会長の村上先生より、
「秋吉台の洞窟のなりたち」についての講義を受けた
後、参加者全員、長靴とヘルメット姿で、景清洞の探
検をしました。平均気温13℃という涼しい洞内で、洞
窟の構造や壁面の化石、真っ暗な中で生きているコウ
モリや昆虫などを紹介していただきました。

午後からは、秋吉台自然動物公園の灰谷獣医師から
「生物多様性」や「野生動物の絶滅」などについての
講義を受けた後、園内の動物の餌づくりや、動物の糞
から堆肥を作る作業などを見学しました。

景清洞とサファリランドという異なる環境で、動物
たちが命を繋いでいる様子を学ぶことができました。

開催日 6月10日(日) 10:00～15:45

場 所 つのしま自然館、大浜海岸、夢ヶ崎

砂浜では水の少ない過酷な環境下で、植物が様々な
工夫をして命を繋いでいることを学びました。打ち上
げられる藻が、海の中では他の生き物の命を繋ぐこと
に貢献していて、稚魚の「ゆりかご」にもなるそうで
す。

外洋にしか生息していない生物を付けたまま漂着し
ているゴミも見つけました。はるか遠くから流されて
くることがこのことからも分かります。

拾った貝などは、講師の先生方に名前を教えていた
だき、ネームプレートに拾った場所、日付もしっかり
記入し、自分たちの手で立派な標本を作ることもでき
ました。



https://www.facebook.com/
yamaguchi.hito.kankyogakusyu/

発行元

(公財)山口県ひとづくり財団

県民学習部 環境学習推進センター

〒754-0893 山口市秋穂二島1062 (山口県セミナーパーク内)

T  E  L 083-987-1110 FAX 083-987-1720

E-mail kankyo.c@hito21.jp

U  R  L http://eco.pref.yamaguchi.lg.jp/learning/

Ⓒ山口県

メールマガジン
会員募集のご案内

環境学習推進センター
県民の皆様の環境学習をサポートする環境学習推進センターでは、

当センターの主催講座やイベント、その他県内環境学習関連施設の
催し物等、様々な最新情報をお届けするメールマガジンを配信して
います。月一回程度お届けしていますので、是非ご登録ください。

当センター
環境学習コーナーや
学習教材の紹介

当センターの
主催講座・
イベント

県内
環境学習施設の
催し物

Ⓒ山口県

セミナーパーク
ふれあいフェスタ

2018 秋
10月21日(日)  10:00～15:00

毎年大人気の家族連れで楽しめる交流・ふれあいイベ
ント。当センターも、環境について学べるブースを設
置します。たくさんのご来場お待ちしています！

岩国小彼岸桜の会
美しい三蒲を

創る会
山口県自然観察
指導員協議会

岩国市 周防大島町 下松市

事業内容

小彼岸桜の植樹と管理に
よる自然とのふれあい

事業内容

竹をまなぶ…竹林整備と筍

事業内容

寂地山カタクリ群生地
保全活動

市民ボランティアグループ

ふれあいの森
なんでも工房

周南市

事業内容

アサギマダラとの交流
プロジェクト

NPO法人

山口県
アクティブシニア協会

周南市

事業内容

子供達と一緒に自然環境の
中で楽しく学ぶ

北高夢ロード
実行委員会

下関市

事業内容

豊北の水と生態系の研究・
下関北高協同

環境活動団体が実施する自然とのふれあいや自然環境保全等の活

動を通じて、子どもたちや地域の住民等が、自然環境の素晴らしさ

や大切さを実感し、自然共生型の地域づくりを推進するとともに、

環境に配慮した行動が取れる子どもたちや県民を育成することを目的として、必要な経費の一部を助成するものです。


